
～協会からのメッセージ～

船は港、列車は駅、飛行機も空港という「場所」に
運ぶことはできるでしょう。しかしトラックは、「ひ
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トラックは、あなた。
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がんばっている、
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●ご回覧をお願いします。

発　行／公益社団法人 鹿児島県トラック協会
　　　　鹿児島市谷山港二丁目4-15

　　　　〒891-0131

　　　　☎099-261-1167
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E-mail ／ kentora@kta.jp
印　刷／渕上印刷株式会社
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平成28年11月12日(土) 運転技能向上センタ―

第12回
ベストエコドライブ・    コンテストを開催！

 ●10トンカーゴ部門入賞者

環境対策、安全確保、経営改
善の三つに効果があるエコド

ライブの日常的な実践で、交通事故の防止と
社会的責任の自覚を図るとともに、平素から
地道に、そして真摯に輸送業務に取り組んで
いるドライバーをベストエコドライバーとし
て認定・称揚し、志気の高揚を図ること

筆記試験、実科試験（安全運転及び省エネ運転）の合格基準をクリアした43名を「ベストエ

コドライバー」として登録し、認定証、認定バッジを授与することにしており、第１回からの認

定者は491名となりました。（１）筆記試験
（２）開会式

会長挨拶
来賓祝辞

九州運輸局鹿児島運輸首席陸運技術専門官
西村　正洋　様
鹿児島県警察本部交通部長 
仮屋　浩治　様
かごしまトラックガール委嘱状交付

（３）実科試験
●10トンカーゴ部門／10トンダンプ部

門／4トンカーゴ部門　約2㎞
●女性部門　約2.2㎞

（４）交通事故防止セミナー（Ｇマーク加点対象研修)
（５）閉会式

講評
成績発表
表彰

●協会長表彰
１０トンカーゴ部門・４トンカーゴ部門は第５位まで、

１０トンダンプ部門・女性部門は第３位まで

●南九州交通共済協同組合理事長賞
  (各部門第１位のみ)

閉会挨拶

―４３名をベストエコドライバーとして認定―

目  的 日  時 場  所

１０トンカーゴ部門 ………１8名

１０トンダンプ部門 ………　4名

４トンカーゴ部門 …………18名

女性部門 …………………　3名  
参加人数

内
　容

認 定 者

　第１位 佐多　敏明 ㈱ユタカ産業
　第２位 中間　幸一 安全産業㈱
　第３位 百枝　友広 ㈱ランテック 鹿児島支店
　第４位 竹之内　直樹 田代運送㈱
　第５位 新改　信博 ㈱ユタカ産業

氏　名 事業所名

　第１位 塗木　幸治 ㈱エーシーネットワーク
　第２位 村井　博樹 安全産業㈱
　第３位 森　幸次 ㈱ランテック 鹿児島支店
　第４位 緒方　正一 ㈱山川物流 霧島営業所
　第５位 山本　太 日通鹿児島運輸㈱

●４トンカーゴ部門入賞者
氏　名 事業所名

　第１位 脇園　利文 ㈱外薗運輸機工
　第２位 橋口　邦弘 ㈱外薗運輸機工
　第３位 柳　博一 ㈱上組 鹿児島支店

●10トンダンプ部門入賞者
氏　名 事業所名

　第１位 清本　さくら ヤマト運輸㈱
　第２位 東郷　美穂 ㈱昭和貨物
　第３位 安藤　加奈美 日研マテリアル㈱

●女性部門入賞者
氏　名 事業所名
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●女性部門入賞者
氏　名 事業所名

●10トンカーゴ部門 [18名]
久保田　博幸 児玉　勝 山城　正義 荒殿　福雄 吉井　健二

鹿児島荷役海陸運輸㈱
谷山臨海事業所 富士運送㈱ ㈱共進組 ㈲姶良物流

鹿児島営業所 田代運送㈱

田中　昌一 佐多　敏明 宮永　啓樹 下野　林 新屋　将
㈱グローバルライン ㈱ユタカ産業 安全産業㈱ 出水運輸

センター㈱ システム物流㈱

百枝　友広 新改　信博 川原　教博 竹之内　直樹 岩　伸二
㈱ランテック
鹿児島支店 ㈱ユタカ産業 富士運送㈱ 田代運送㈱ ヤマト運輸㈱

鹿児島主管支店

中間　幸一 赤尾　泰宏 福島　弘信
安全産業㈱ ㈲姶良物流 丸和運送㈱

鹿児島支店

●10トンダンプ部門 [４名]
瀬戸口　忠 脇園　利文 柳　博一 橋口　邦弘

永田重機土木㈱ ㈱外薗運輸機工 ㈱上組
鹿児島支店 ㈱外薗運輸機工

●４トンカーゴ部門 [18名]
中間　誠 德　美津夫 眞方　幸一 郷田　朋志 神園　麿希

セイコー運輸㈱ ㈱山川物流 出水運輸センター㈱
鹿児島営業所

中越輸送㈱
鹿児島営業所

㈱エーシーネット
ワーク

郡山　直久 山本　太 長沼　宏治 竹添　充郎 村井　博樹
園田陸運㈱

鹿児島営業所 日通鹿児島運輸㈱ ヤマト運輸㈱
鹿児島主管支店 ㈱有村運送 安全産業㈱

西原　昌平 山下　和明 町田　隼人 緒方　正一 森　幸次
㈱エイト ㈱外薗運輸機工 鹿児島荷役海陸運輸㈱

谷山飼料事業所
㈱山川物流
霧島営業所

㈱ランテック
鹿児島支店

益滿　信一 濵屋　純一 塗木　幸治
園田陸運㈱

鹿児島営業所 セイコー運輸㈱ ㈱エーシーネット
ワーク

●女性部門 [３名]
清本　さくら 東郷　美穂 安藤　加奈美
ヤマト運輸㈱

鹿児島主管支店 ㈱昭和貨物 日研マテリアル㈱ ＜敬称略＞
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（対象757社　回答率60.2％）
9 月に実施した「モーダルシフト（トラック以外の輸送機関への転換）に関する実態調査」のアン

ケート結果をご報告します。アンケートのご協力ありがとうございました。
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TOPICS
トピックス ［先月のお知らせ掲示板］

月 日

場 所
平成28年度第４回理事会

平成28年12月２日（金）

ホテルパレスイン鹿児島

平成28年度第６回正副会長会及び
第４回総務委員会合同会議

平成28年11月22日（火）

鹿児島県トラック研修センター

月 日

場 所

理事 18 名、監事 4 名、顧問 2 名、オブザーバー1名が出席し、下記事項について協議・報告しました。

（協議事項）
・上半期の事業概要報告について
・上半期の監査報告について
・賛助会員の取扱いについて
・県ト協所有の不動産（旧会館用地：東郡元）の

売却及び会計処理について
・G マークの取得推進について
・「トラックの森」について

（報告事項）
・会員の入退会について
・各種助成金について
・平成 28 年度物流セミナーについて
・第 4 回トラック輸送における取引環境・改善鹿児島県地方協議会について
・物流に関する意見交換会について
・「トラックの日」フェスティバル 2016 について
・平成 28 年度「夢のあるトラック」絵画コンクールについて
・平成 28 年度九州運輸局長表彰について
・熊本地震関係功労者九州運輸局表彰について
・第 48 回全国トラックドライバーコンテスト及び第 12 回ベストエコドライブ・コンテストについて
・会用車の更新について
・鹿児島マラソン 2017 について
・平成 29 年度定時社員総会までの主な会議、行事開催計画について
・委員会報告

上記事項は全て、出席理事全員一致で承認されました。

正副会長及び委員 9 名が出席し、下記事項について協議・報告しました。

（協議事項）
・総務委員会所管の平成 28 年度事業経過報告に

ついて
・平成 29 年度事業について
　① Net-KTA 運送管理システム
　②支部・部会の助成事業
　③定時社員総会までの行事日程
・賛助会員の取扱いについて
・県ト協所有の不動産（旧会館用地：東郡元）の売却について
・会用車の更新について
・平成 28 年度物流セミナーについて
・平成 28 年度第 4 回理事会に提出する議題について

上記事項について協議を行い、次回理事会に提出することとなりました。
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TOPICS
トピックス ［先月のお知らせ掲示板］

月 日

場 所

平成28年度
第３回経営・近代化促進委員会

平成28年11月２日（水）

ホテル・レクストン鹿児島

平成28年度中間監査

平成28年度第７回正副会長会

平成28年11月７日（月） 

平成28年12月２日（金）

鹿児島県トラック研修センター

ホテルパレスイン鹿児島

月 日

月 日

場 所

場 所

委員 6 名が出席し、株式会社 商工組合中
央金庫 鹿児島支店 永井俊哉次長から講話が
あった後、下記事項について協議・報告しま
した。

（協議事項）
・平成 28 年度事業計画及び事業経過報告等

について
・平成 29 年度事業検討について
・第 40 回（平成 28 年度）第 2 期近代化基金融資推薦申込みの審査について

平成 29 年度事業については引続き協議していくこととなりました。
また、第 2 期の申込みについて、審査の結果「一般融資」1 件 9,000 千円、「ポスト新長期融資」

22 件 337,713 千円を推薦しました。
なお、近代化基金融資の申し込み条件に「事業報告書、事業実績報告書が提出されているこ

と」が追加されました。

監事 5 名が出席し今年度 4 月～ 9 月まで
の監査を実施しました。

また、監査前に開催した「監事連絡調整
会議」で伊福監事が代表監事として選任さ
れました。

正副会長４名が出席し、下記事項について協議しました。

（協議事項）
・当面の諸課題について
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TOPICS
トピックス ［先月のお知らせ掲示板］

第48回全国トラックドライバー・コンテストが開催されました

■目　的
事業用トラックドライバーに求められる高度な運転技能と、関係法令及び車両構造等に係る

専門的な知識を競い、他の模範となることで、社会的責務を担うトラックドライバーとしての
自覚と誇りを持たせ、業界を挙げた安全意識の高揚と交通事故防止活動の推進に資する。

■開催日
平成 28 年 10 月 22 日（土）〜 23 日（日）
・表彰式：24 日（月）

■場　所
自動車安全運転センター安全運転中央研修所
（茨城県ひたちなか市）
表彰式：スクワール麹町（東京都千代田区）

■参加者
4 トン部門・11 トン部門・トレーラ部門・女性部門　計 142 名

■本県出場選手
4 トン部門　南郷　和哉 選手（九州西濃運輸㈱加治木支店）
トレーラ部門　下原　輝男 選手（日本通運㈱鹿児島支店）
女性部門　小濱　明日香 選手（ヤマト運輸㈱鹿児島主管支店）

■コンテスト概要
第 1 日…実科競技（運転技能・点検）・学科競技（法規・構造機能・運転常識）
第 2 日…実科競技（運転技能）
第 3 日…表彰式

本県出場選手の皆さんは健闘されましたが、惜
しくも入賞を逸しました。
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TOPICS
トピックス ［先月のお知らせ掲示板］

今回私は、第 48 回トラックドライバー・コンテストの 4トン部門で出場させていただきました。
出場するに際し、県トラック協会様をはじめ支店の仲間達やサポートして下さった会社の方々、そし

て何より、笑顔で送り出してくれた妻と子供の協力があってこその全国大会でした。
結果は部門で 23 位と、自分でも悔いの残る結果に終わりました。しかし、皆様のおかげで普段では

できないような貴重な経験をさせていただきました。この経験は自分の運転者としての経歴の中でかけ
がえのない経験となりました。
また、事前の研修や大会で学び感じたことを、職場の仲間はもとより、運転をする皆さんに教えていき、

より一層安全運転に対する意識が高まり、少しでも交通事故自体や交通事故で悲しい思いをする人が減
ればと思います。

全国トラックドライバー・コンテスト初出場という事で、初めは不安でしたが、勉強と練習を繰り返
し自信を持って大会に挑みました。日本一が目標でしたが、6位という全く満足できない結果となりま
した。学科競技への努力不足が敗因と感じました。しかし、実科競技では日頃の安全運転と課題への練
習の成果で、走行、課題ともに、ほぼ完璧な運転が出来ました。あと一回の出場のチャンスがあるので、
自分の課題である学科を法律の条文も含めて細かい所までしっかり勉強して、来年は、内閣総理大臣賞
を鹿児島へ持って帰りたいと思います。そして、ドライバーコンテストで学んだ知識などを、しっかり
実行して、周囲の模範となる運転をして、安全運転の基本を周りの人たちにも伝えたいなと思います。

今回、女性部門の２トンでコンテストに出場させていただきました。他県、他企業のドライバーと競い合う
という、今までにない貴重な経験になりました。結果としては９位という無念さが残る形となりましたが、自分
の精一杯の実力を出せたと思います。学科競技では、問題の意図をしっかり読み取り、何度も見直し解答の書
き間違いに気を付けました。課題走行では、いつも通りの丁寧な運転を心がけ、１日目は緊張で気持ちにゆと
りが持てませんでしたが、２日目はいい感じの緊張感を保てたので楽しんで走行する事ができました。
表彰式では、名前を呼ばれて入賞する方を凄いと思いながら、私も次回は名前を呼ばれて表彰されたいとい

う気持ちが大きくなりました。来年また、コンテストに出るチャンスを獲得できる様、一から頑張ろうと思います。
このコンテストに出場するにあたり、たくさんの方々に応援していただき、支えていただき、私はなんて恵
まれているんだろうと感謝の気持ちでいっぱいになりました。大会後の仕事では、運転に対する姿勢が自分で
も分かる位変化した事に少し驚いています。地域の生活道路を利用し仕事をさせていただいている事を忘れず
に、地域にも地球にも優しい運転をこれからも続けていきたいと思います。
今回、このコンテストに出場させていただくチャンスをいただき本当にありがとうございました。

4トン部門　　九州西濃運輸株式会社加治木支店　南郷　和哉　選手

トレーラ部門　　日本通運株式会社鹿児島支店　下原　輝男　選手

女性部門　　ヤマト運輸株式会社鹿児島主管支店　小濱　明日香　選手

出場選手の感想
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TOPICS
トピックス ［先月のお知らせ掲示板］

月 日

場 所
鉄道コンテナ施設等見学会に参加

平成28年10月27日（木）

JR貨物福岡貨物ターミナル駅 

物流に関する意見交換会 平成28年11月２日（水）

かごしま県民交流センター

月 日

場 所

■参加者
（公社）鹿児島県トラック協会
　物流効率化委員会　委員長　岡本　孝志　

	 委　員　鳥部　敏雄
	 委　員　森　淳一郎
■内容

九州運輸局主催の本見学会は、物流効率化、環境対策、
労働力不足への対応の観点から、モーダルシフトを推進す
るため、日本貨物鉄道の協力により開催されました。

九州運輸局からモーダルシフト推進施策の概要や今年 10
月に施行された「改正物流効率化法」について、九州農政
局から「青果物流通システム高度化事業」について説明が
あり、引き続き、日本貨物鉄道㈱及び公益社団法人鉄道貨
物協会から、それぞれの取組みについて説明がありました。

最後に現地見学として、敷地内のコンテナ保管場所にて、
新たに作られた 31 フィートコンテナなど様々なコンテナ
の見学と 31 フィートコンテナの貨車からトラックへの積
み替えデモンストレーションを見学しました。

九州運輸局及び鹿児島県では、物流分野における少
子高齢化の伴う労働力の減少により、人材確保が困難
となることが指摘されており、物流の効率化、生産性
の向上が課題となっている状況のなか、荷主企業や各
輸送モードの物流関係団体及び事業者（トラック輸送、
鉄道輸送、海上輸送）と行政が一堂に会して、それぞ
れの立場から顕在化している課題、改善方策や利用促
進に向けた取組み等について意見交換を行いました。

■出席者
九州運輸局、鹿児島県

（公社）鹿児島県トラック協会、トラック運送事業者（会員事業者 10 社）
	 鹿児島県旅客船協会、フェリー事業者、鹿児島内航海運組合、海運事業者
	 鹿児島県港運協会、鹿児島県冷蔵倉庫協会、荷主企業

■議　題
●鹿児島県の物流の状況や行政における支援制度の説明
　①鹿児島県　　　②九州運輸局
　　　●各輸送モードの状況（現状、課題、取組み等）についての発表

	 ①（公社）鹿児島県トラック協会	 ②㈱フェリーさんふらわあ
	 ③マルエーフェリー㈱　	 ④日本貨物鉄道㈱

　　　●意見交換（人材確保、下り荷対策、効率化、災害時に備えた取組み）
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TOPICS
トピックス ［先月のお知らせ掲示板］

公明党政策要望懇談会
10 月 31 日（月）、鹿児島サンロイヤルホテルに

おいて公明党鹿児島県本部の政策要望懇談会が開催
され、中村会長、鳥部副会長、白坂専務理事が参加し、
下記の項目について要望を行い、江田康幸衆議院議
員、成尾信春県本部代表らと意見交換を行いました。

平成29年度要望事項
１．県内道路網の整備促進等（国及び県への要望）

トラック輸送の円滑な推進のためには、道路網の整備が必要不可欠であるので、下記の点についての取り
組みをお願いしたい。
①東九州自動車道、南九州西回り自動車道の整備促進
　併せて、都城志布志道路の整備促進
②東西幹線道路及び鹿児島市内の南北を結ぶ道路（特に中央港区と鴨池港区の区間）の早期整備
③錦江湾横断交通ネットワークの早期実現

薩摩半島・大隅半島間の輸送の効率化と緊急時の輸送手段確保のため、錦江湾横断交通ネットワークの
早期実現

２．指宿スカイラインのETCの導入及び営業車特別割引制度の創設（国及び県への要望）
指宿スカイラインの利用促進は、鹿児島市内の交通環境改善に大きな効果をもたらし、将来的には無料化

が望ましいが、有料の間は、営業用トラックの物流に対する影響を考慮して、営業車特別割引制度の創設をお
願いしたい。

また、高速道路と同様にＥＴＣの導入を図られたい。

３．燃料価格の安定化対策の実施（国への要望）
軽油価格は、昨年に比べて安定しつつあるが、高止まりの状況である。
トラック運送事業における負担は大きいので、国はあらゆる政策手段を活用して軽油価格安定に取り組まれ

たい。

４．物流に配慮した高速道路料金の確立（国及び県への要望）
高速道路料金については、地方創生の観点から消費地から遠隔にある地域産業の維持発展が図られる料

金体系を確立されたい。
鹿児島県におかれては、県として国及び関係機関に対し要望されたい。

①トラック運送事業用自動車については、終日基本料金の引き下げ等の新たな料金体系創設を図られたい。
②大口多頻度割引50％の恒久化及び深夜割引の拡充（3 割引→ 5 割引）を図られたい。
　併せて、長距離逓減制の割引区分及び割引率の拡大を図られたい。
③長距離物流の輸送実態（県内生産物を各地区に荷卸し）に対応して、一時退出の場合も通算する料金体系

を創設していただきたい。
④労働関係法令遵守や労働環境改善のために、SA・PA のトラック駐車スペースを整備拡充されたい。

５．鹿児島県の長距離輸送を維持するための支援（国への要望）
鹿児島から関東・関西の消費地に向け新鮮な農畜産、水産物が輸送されているが、労働時間に対する規制

強化により長距離輸送が困難な状況にある。
 鹿児島県特産品の安定的な物流を確保するために、適正な労働条件の確保と取引環境の改善への取り組

みをお願いする。
併せて、改善基準告示と一致させている行政処分基準について、輸送環境の変化に対応した新たな基準

を設けることを要望する。

６．トラック運転免許取得者に対する補助の創設（国への要望）
トラックドライバーの人材確保を図るため、大型免許取得者に対する助成の拡充を図られたい。
また、高校生等若者の就職を促進する観点から、準中型免許の取得者に対する補助を創設されたい。
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TOPICS
トピックス ［先月のお知らせ掲示板］

月 日

場 所
引越講習（管理者講習）

平成28年10月27日（木）

鹿児島県トラック研修センター

平成29年度安全性評価事業申請に向けた
説明会及び事故防止対策セミナー

平成28年11月17日（木）

鹿児島県トラック研修センター

月 日

場 所

■目的
引越事業に携わるトラック運送事業の実務者を

対象に、引越にかかわる必要な専門知識を身に付
け、標準引越運送約款に基づいた適正な見積もり
を行い、利用者からの苦情に責任をもって対応で
きる引越管理者の育成

■講師
（公社）全日本トラック協会
引越講習認定講師　木下 宗孝 氏

■受講者数
27 名

■内容
引越管理者講習は、引越事業者優良認定制度の認定を受ける一つの要件になっており、受

講者の皆さんは熱心に聴講され、グループ討議においては活発な意見が交わされました。
なお、受講者全員に全ト協発行の修了証が発行されました。

■目的
安全性評価事業（G マーク）のさらなる普及・拡大

■受講者数
54 名

■内容
平成 29 年度安全性評価事業の更新事業所及び
新規申請予定事業所を対象に説明会を開催しま
した。
併せて自動車事故対策機構による事故防止対策
セミナーを実施しました。
・安全性評価事業の概要について
・申請までのスケジュール
・項目別判断基準について
・必要書類の説明　　他
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トピックス ［先月のお知らせ掲示板］

月 日

場 所

環境出前講座
（鹿屋市立東原小学校）

平成28年11月12日（土）

鹿屋市立東原小学校

物流出前講座
（鹿屋市立東原小学校）

平成28年11月12日（土）

鹿屋市立東原小学校

月 日

場 所

■目的
県ト協が取り組んでいる「菜の花プロジェクト」の

活動等を紹介するとともに、誰とでもすぐに取り組む
ことが可能な環境保全活動の広報・教育を行うこと
■受講者数

同校 6 年生 15 名
■講座内容

地球温暖化に関する説明と自分たちに出来る
身近な環境保全活動について、プロジェクター
を使い、映像を交えながらの講座を行いました。
環境に関するクイズが出題されると子ど
も達は元気に回答していました。

また廃食油を精製したバイオディーゼ
ル燃料で走る車両を持ち込み、マフラー
から出る排気ガスのにおいを嗅ぐという
体験をしてもらいました。

■目的
国民生活並びに産業活動のライフラインを担うトラック運送

事業の仕事内容を社会科の授業の中で紹介し、「トラック＝怖
い」のイメージの払拭、交通事故の防止、業界の理解向上を図
るとともに将来運送業界を目指してもらうこと
■受講者数

同校 5 年生　20 名
■講座内容

物流をテーマに、青運会が主体となって開催しました。教室
では、ブロイラーを題材に鶏舎から食卓に並ぶまでの授業を行
い、トラックの仕事内容を通じ物流の重要性を理解してもらい
ました。

また校庭では、トラックの仕組みや構造上の特性などを理解
してもらうため、大型トラックを持ち込み、運転席からの死角
体験、車両の説明

（タイヤ数 , 燃料
タンク , エアサス
等）、荷台への乗
車を体験してもら
いました。

受講した児童の感想
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お知らせ掲示板
TOPICS

トピックス ［先月のお知らせ掲示板］

月 日

場 所

熊本地震関係功労者九州運輸局長
表彰を拝受

平成28年11月24日（木）

福岡合同庁舎

11 月 24 日（木）九州運輸局において、4
月 14 日に発生した「平成 28 年熊本地震」に
際し、救援救護活動等を通じ被災地域の早期復
旧等に尽力した 13 団体に対し、佐々木良九州
運輸局長から感謝状が授与され、鹿ト協からは
中村利秋会長が出席し拝受いたしました。
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お知らせ掲示板
TOPICS

トピックス ［先月のお知らせ掲示板］ お知らせ掲示板お知らせ掲示板

第 1　目　的
日々の国民生活や経済活動を支える基盤である輸送機関等の「安全・安心」の確保は不可欠であるが、特に大
量の輸送需要が発生し、輸送機関等に人流・物流が集中する年末年始は、ひとたび事故等が発生した場合には大
きな被害となることが予想される。
本年は、1月に軽井沢スキーバス事故が発生し、当該事故を踏まえた再発防止策として6月に取りまとめられた「安

全・安心な貸切バスの運行を実現するための総合的な対策」に掲げられた事項について、実施可能なものから速
やかに実施しているところである。また、これまでに発生した事故等に対しては、事業者への指導強化などの安全
施策の取組を実施し、事故等の再発防止を推進しているところである。さらに陸・海・空にわたる輸送機関等にお
ける安全確保及び事故防止の徹底を図るためにはこれらに加えて、事業者における自主的な安全への取組を強化
することが引き続き重要であることから、トップを含む幹部の強いリーダーシップの下での自主点検等を実施し、安
全意識を向上させる必要がある。
また、ISILに影響を受けたとされるテロがフランス、ベルギーなど各地で発生し、多数の犠牲者が出ている。さらに、
バングラデシュ・ダッカ襲撃事案を始め、現実に我が国の権益や邦人がテロの標的となる事案が発生しており、国
際的なテロの脅威は依然として深刻である。中東における「イスラム国」勢力拡大の中、今年に入ってシリアやチュ
ニジアにおいて邦人殺害事件が発生するなど、国際的なテロの脅威は依然として深刻である。そのため、テロ対策
の実施状況についても、併せて点検を実施し万全を期する必要がある。さらに、新型インフルエンザ対策については、
平成25年 4月に新型インフルエンザ等対策特別措置法が施行され、同年6月に政府及び国土交通省の行動計画
が改定されたところであり（国土交通省の行動計画は、昨年3月にも形式的に改定）、運送事業者を含む事業者等は、
対策の着実な実施に努める必要がある。
このため、「年末年始の輸送等に関する安全総点検」を実施する。

第 2　期　間
平成28年12月10日（土）〜平成29年1月10日（火）

第 3　重点点検事項
今年度の総点検においては、以下の4点の点検に特に留意する。
1.	 安全管理（特に乗務員の健康状態、過労状態の確実な把握、乗務員に対する指導監督体制）の実施状況
2.	 自然災害、事故等発生時の乗客等の安全確保のための通報・連絡・指示体制の整備・構築状況
3.	 �テロ防止のための警戒体制の整備状況や乗客等の安心確保のための取組、テロ発生時の通報・連絡・指示
体制の整備状況及びテロ発生を想定した訓練の実施状況

4.	 新型インフルエンザ対策の実施状況

第 4　点検事項
（1）	 軽井沢スキーバス事故を踏まえた貸切バスの安全対策の実施状況
（2）	 �運行管理（飲酒運転・過労運転、健康起因事故の防止、点呼の実施、運転者に対する指導監督）及び整備

管理（車両の日常点検整備、定期点検整備等）の実施状況
（3）	 コンテナ輸送における安全対策の実施状況
（4）	 バスターミナル、自動車道及び一般トラックターミナルの保守点検の実施状況
（5）	 自然災害・事故等発生時の乗客等の安全確保のための通報・連絡・指示体制の整備・構築状況
（6）	 �テロ防止のための警戒体制の整備状況、テロ発生時の通報・連絡・指示体制の整備状況及びテロ発生を想

定した訓練の実施状況
（7）	 新型インフルエンザ対策の実施状況

第 5　実施要領
　事業者は、総点検最高責任者を選任し、点検表に基づき、事前に十分な計画を定めて自主的に点検を実施する。

第 6　報　告
（1）	 �平成 29年 1月13日（金）までに、その結果（安全上の問題点等が判明し、事業者自ら改善することができ

た事例等がある場合、総点検に対する経営トップを含む幹部の取組状況も併せて併記）を同封の点検表（様
式1－4）に記入し、県ト協へFAX（099-261-3113）でご返送ください。

平成28年度年末年始の輸送等に関する安全総点検
～事故防止等に関する安全点検及びテロ対策等の点検～
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お知らせ掲示板

平成28年度
年末年始の交通事故防止運動

実施期間：平成２8年１２月１０日（土）～平成２9年１月１０日（火）

年末年始
マナーアップで 事故防止

目　　　　的

運動の重点

年末年始は、夕暮れ時や夜間の交通事故が増加する傾向にあるため、県民総
ぐるみで交通事故防止運動を展開し、広く県民に交通安全意識の普及・浸透を
図り、交通ルールの遵守と正しい交通マナーの実践を習慣づけることで、交通
事故を防止することを目的とする。

早朝、夕暮れ時、夜間における交通事故防止
・「３(サン)ライト運動」の展開　～特に、原則上向きライト点灯の徹底～
・夜光反射材用品の着用の推進
・速度規制と安全速度の遵守

飲酒運転の根絶

後部座席を含めた全ての座席のシートベルトと
　　　　チャイルドシートの正しい着用の徹底
～全席ベルト着用!!「します・させます」運動の展開～

①

②

③

スローガン
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お知らせ掲示板

運転中の携帯電話等の使用は、前方不注意や集中力低下による漫然運転を引き起こす要因
となるなど重大事故に繋がる恐れが極めて高い違反です。

会員の皆様は今一度、法令遵守を徹底し、交通事故防止に努めてください。

トラック運転者に対する交通安全指導の徹底のお願い
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お知らせ掲示板

交通死亡事故抑止に向けた活動の推進のお願い
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お知らせ掲示板
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お知らせ掲示板

整備管理者「選任前」研修のご案内

整備管理者「選任前」研修が下記の通り実施されます。受講該当者及び受講希望者は、

別紙 の受講申込書（事前申込）に必要事項等ご記入の上、１月10日（火）【厳守】までに、
FAX（下記参照）で鹿児島県トラック協会にお申込みください。
注１：受講された方は、再度受講の必要はありません。
注２：整備士の資格を持っている方は、受講の必要はありません。

記

1．日　　時

平成29年1月16日（月）13時 30分から17時 00分

2．場　　所
鹿児島県トラック研修センター
　　　　　　　（鹿児島市谷山港２丁目４－ 15）

3．定　　員
100 名（定員になり次第、締切とします）

4．研修内容
①整備管理者制度の趣旨、目的について
②整備管理者の法定業務について
③その他

5．そ の 他　
①受講者は当日「運転免許証」等本人確認が出来るものをご持参ください。
②研修受講者には、修了証明書が交付されます。
③�駐車場については、鹿児島運輸支局構内（鹿児島市谷山港２丁目４－１）に駐車くだ

さい。研修会場には駐車できませんので、ご注意ください。

【お問合せ】
公益社団法人鹿児島県トラック協会　適正化事業課
TEL:099-210-9498　FAX:099-262-5500
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お知らせ掲示板



お知らせ掲示板

国土交通省運輸安全委員会では、踏切事故の注意喚起を行っています。
会員の皆様は、踏切事故の注意点を読み、より一層安全運行に努めてください。

踏切事故にご注意ください
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お知らせ掲示板
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お知らせ掲示板

志布志警察署では、交通事故防止活動の強化を実施することになりました。
会員の皆様は、より一層安全運転と思いやり運転の励行に努めてください。

大型貨物車による交通事故防止のお願い
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お知らせ掲示板

平成 27 年度の「大型自動車ホイール・ボルト折損による車輪脱落事故」の発生件数が
41 件と前年度に比べ 4 件減となっているものの、依然として高い水準で発生している状況
です。

会員事業者の皆様には適正な車輪脱着作業の再徹底及び大型自動車の使用者による適切な
保守管理の実施の啓発を行っていただきますようよろしくお願いします。

大型自動車のホイール・ボルト折損による
車輪の脱落事故防止徹底のお願い
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お知らせ掲示板

準中型免許が新設されます

道路交通法改正により平成 29 年 3 月 12 日より準中型免許制度が新設されます。
今一度、ご確認ください。
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お知らせ掲示板

労働契約法の改正により、有期労働契約が反
復更新されて通算 5 年を超えたときに、労働者
の申込みにより、期間の定めのない労働契約（無
期労働契約）に転換されるルールのことです。

有期契約労働者（定年後引き続き雇用される
有期労働契約者を含む）を雇用している会社で
は、無期転換ルールの適用に向けた早急な対応
が望まれるところです。

無期転換のためのハンドブックが作成されま
したので、ご活用ください。

ハンドブックは、厚生労働省ホームページか
らダウンロードできます。

労働契約法「無期転換ルール」のお知らせ

無期転換　ハンドブック

国土交通省自動車局貨物課では、労働力不足
対策の一環として、平成 27 年度に「貨物自動
車運送事業における若年層・女性の就労育成・
定着化に関する調査」を実施し、トラック運送
事業者向けガイドラインを発行しました。国土
交通省ホームページよりダウンロードし、ご活
用ください。

若年層・女性ドライバー就労育成・定着化に関する
ガイドラインのご案内

若年層・女性ドライバー就労育成・定着化に関するガイドライン
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お知らせ掲示板

キャリア形成促進助成金とは、雇用する労働者のキャリア形成を効果的に促進するため、
職務に関連した専門的な知識及び技能の普及に対して助成する制度です。

トラック運送事業者に対しては、普通免許を保有しているドライバーに対して、大型免許
を取得させる場合、自動車教習所の講習費用と講習期間中の賃金の一部が助成されます。

キャリア形成促進助成金の申請から受給まで、わかりやすく記載したパンフレットを全ト
協が作成したので、全ト協ホームページよりダンロードし、ご活用ください。

キャリア形成促進助成金
パンフレット(全ト協作成)のご案内

助成金活用の手引き
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お知らせ掲示板

キャリア形成促進助成金とは、雇用する労働者のキャリア形成を効果的に促進するため、
職務に関連した専門的な知識及び技能の普及に対して助成する制度です。

トラック運送事業者に対しては、普通免許を保有しているドライバーに対して、大型免許
を取得させる場合、自動車教習所の講習費用と講習期間中の賃金の一部が助成されます。

キャリア形成促進助成金の申請から受給まで、わかりやすく記載したパンフレットを全ト
協が作成したので、全ト協ホームページよりダンロードし、ご活用ください。

助成金活用の手引き

○　都道府県ごとに決定される地域別最低賃金額が改定され、10 月 1 日から順次発効します。
○　最低賃金は、最低賃金法に基づき、国が賃金の最低額を定めたものです。
○　最低賃金は、パート、学生のアルバイト、嘱託などといった雇用形態やその呼称にかかわらず、

すべての労働者に適用されます。
○　仮に、労使の合意により最低賃金額より低い賃金を定めたとしても、それは、最低賃金法によっ

て無効とされ、最低賃金額と同様の定めをしたものとされます。
○　地域別最低賃金額以上の賃金額を支払わない場合には、罰則（罰金：上限 50 万円）が定めら

れています。
○　派遣労働者は、派遣先の事業場に適用される地域別最低賃金が適用されます。

平成 28 年度鹿児島県最低賃金改定状況

都道府県：鹿児島県 時間額：715 円 発効年月日：H28.10.1

安全衛生教育及び研修については、平成 3 年 1 月 21 日付け基発第 39 号（以下 「推進通達」 
という。）に定める安全衛生教育推進要綱に基づき推進してきたところですが、第三次産業や昨今
の製造業における災害増加、メンタルヘルス対策・化学物質のリスクアセスメントの推進の重要性
等を踏まえ、改正が行われました。

今後は、この安全衛生教育等推進要綱に基づいて労働者等の安全衛生教育及び研修を推進されま
すよう、よろしくお願いします。

改正の詳細については、鹿児島県トラック協会ホームページの「お知らせ」をご確認ください。

◆ 全日本トラック協会ホームページ
HOME ＞ お知らせ ＞ 2016 年 11 月 22 日 安全衛生教育推進要綱改正のお知らせ

　( 公社 ) 全日本トラック協会が「トラック運送業界の景況感（速報）平成 28 年 7 月～ 9 月期」
をとりまとめました。

詳細は、全ト協ホームページをご覧ください。
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

平成 28 年 7 月～ 9 月期の景気認識は、英国のＥＵ離脱決定に伴う金融市場の混乱の鎮静化、熊本地
震からの復興の進捗（自動車関連）、原油安等が後押ししたが、円高の進行、国内消費の低迷等がマイナ
ス影響を与えた。

このような状況において、トラック運送業界の 7 月～ 9 月期は、労働力の不足感が強まったことや実
働率が改善したことなどにより、運賃水準が改善傾向となった。その結果、営業収入・営業利益及び経常
利益が改善に転じた。

これらのことから、景況感の判断指標は▲ 30.1 となり、前回（▲ 40.7）から 10.6 ポイント改善した。
なお、来期の見通しとなる景況感の判断指標は、海外景気、円高、国内経済状況の不透明感を反映し、今
回より 4.2 ポイント悪化し、▲ 34.3 の見通しとなっている。
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

◆ 全日本トラック協会ホームページ
HOME ＞ 会員の皆様へ ＞ 調査・研究 ＞ トラック運送業界の景況感（速報）

鹿児島県の最低賃金が改定されました

安全衛生教育推進要綱改正のお知らせ

「トラック運送業界の景況感（速報）平成28年7月～9月期」の調査報告

トラック運送業界の景況感
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平成28年度物流セミナーのご案内
情報
BOX
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【お申込み・お問合せ】
公益社団法人鹿児島県トラック協会
　総務企画課
ＴＥＬ：０９９－２６１－１１６７
ＦＡＸ：０９９－２６１－１１６９

情報
BOX
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平成29年度無事故事業所表彰のご案内

県ト協では、平成 27 年度より標記表彰制度が新設されています。
会員の皆様において、下記基準を満たされる事業所をご推薦ください。

目　　的

大量の輸送需要が発生し物流が集中する年末時期に、交通事故防止及び運転者
等への交通安全意識の高揚に貢献した事業所の功績を讃え表彰する。

表彰基準

○毎年 11 月 1 日から 12 月 31 日までの 2 箇月間に、人身事故又はその他の
事故（自動車事故報告規則に基づく事故）がないもの　（※平成 28 年 11 月
1 日から 12 月 31 日）

○毎年 4 月 1 日から申請の日までの間に、関係法令による行政処分（車両の
使用停止、警告、勧告）及び指示（最高速度違反行為、放置行為、過積載運転、
過労運転、飲酒運転、無免許運転）を受けていないもの（※平成 28 年 4 月
1 日から申請日）

選 考 等

表彰基準を満たしているかを審査し、毎年度定時社員総会において表彰する。

提出書類

○推薦書（別紙様式１）
○運転経歴証明書の写し（表彰対象期間が含まれているもの）

※鹿児島県トラック協会ホームページの「お知らせ」もしくは「会員専用ペー
ジ」よりダウンロードください。又は県ト協までご連絡ください。

提出期限

平成 29 年 3 月 15 日（水）

【お問合せ・提出先】
（公社）鹿児島県トラック協会　総務企画課
TEL：099－261－1167
FAX：099－261－1169 

安全性評価事業
(Ｇマーク )

対象表彰

情報
BOX
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初任運転者研修のご案内

「貨物自動車運送事業者が事業用自動車の運転者に対して行う指導及び監督の指針」に基
づき、事業者は、初任運転者（＊１）に対して特別な指導を行うことが定められています。

下記の日程で、初任運転者に対する研修会を開催しますので、受講を希望する場合は、受
講申込書に必要事項をご記入いただき県ト協まで FAX（099-261-3113）にて申込みくだ
さい。

受講修了された方には、受講証明書を交付します。

*1 初任運転者…【安全規則第 3 条第 1 項に基づき運転者として常時選任するために新たに雇い入れた者
（当該貨物自動車運送事業者において初めてトラックに乗務する前 3 年間に他の一般貨物
自動車運送事業者等によって運転者として常時選任されたことがある者を除く。）】

記
１．日　時	 平成 29 年 1 月 13 日（金）9：00 〜 17：00（予定）　（8 時 30 分受付開始）
２．場　所	 鹿児島県トラック研修センター　2 階　大講堂
３．講　師	 ドライビングアカデミー ONGA　担当者（予定）
	 南九州日野自動車株式会社
	 ブリヂストンタイヤジャパン株式会社
４．研修内容	 ◎トラックの安全な運転に関する基本的事項 等
	 ◎日常点検の方法（トラックの構造上の特性）
	 ◎タイヤの特性等（タイヤに関すること）
５．対象者	 初任運転者等
６．受講料	 無 料
７．研修受講証	 当研修の最後まで受講された方へ受講証明書を交付します。
	 ※�遅刻、途中退席、早退された場合については、受講証明書が交付されません

ので、ご注意ください。
８．受講人数	 定員 40 名程度（申込期限：1 月 6 日（金）まで）
	 ※なお、先着順で申込み受付し、定員になり次第締め切ります。
９．その他	 昼食については、各自でご用意ください。
10. 申込方法	 「受講申込書」をご記入の上、お申込みください。

「初任運転者研修」受講申込書
会社名
及び営業所

営業所

ＴＥＬ ー　　　　ー ＦＡＸ ー　　　　ー

住　所
〒

参
ふ

加
り

者
が

名
な

（　　　才）
事業用トラック
運転経歴

有　（　　　年）
な　　し　　　

参
ふ

加
り

者
が

名
な

（　　　才）
事業用トラック
運転経歴

有　（　　　年）
な　　し　　　

※ご記入いただいた情報は、本研修に関する事項以外には、使用いたしません。

申込ご担当者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　

その他、国土交通省告示
に沿った内容の研修

情報
BOX



環境対策や交通安全対策などへの対応するため、企業の幹部・管理者は、厳しい時
代環境の中で的確な判断能力を持って業務に取り組む必要があります。

そこで、幹部・管理者として必要な考え方や知識、スキルを習得し、幹部・管理者
としてのあり方を学び、参加者の相互交流と相互啓発を通じて、スキルアップするこ
とを目的とした研修会を下記のとおり開催します。

参加ご希望の方は、2月10日（金）までに下記受講申込書にてFAX（099-261-3113）
でお申込みください。

１．日　　　時	 平成 29 年 2 月 18 日（土）　9：00 〜 16：30
	 ※	昼食はこちらで準備します。

２．場　　　所	 鹿児島県トラック研修センター　2 階大講堂
	 　鹿児島市谷山港 2 丁目 4 － 15
	 　TEL　099-261-1167
	 　FAX　099-261-3113

３．講　　　師	 綾部　淳　氏　　綾部総合教育研究所　所長（予定）

４．研修内容	 ・幹部管理者としての立場・心構え
	 ・幹部管理者としての問題の分析と解決能力
	 ・組織をまとめるリーダーシップ
	 　※全ての研修を受講した方に修了証を交付致します。

５．人　　　員	 20 名（先着順）

６．研修受講料	 会員事業者：1,000 円／人　　非会員事業者：5,000 円／人
	 ※ 研修受講料については、当日徴収させていただきます。

７．申込締切	 2 月 10 日（金）

研修内容は変更になる
場合があります。

幹部・管理者研修のご案内
情報
BOX



平成28年度
近代化基金融資公募のご案内

※�詳細は、鹿児島県トラック協会ホームページでご確認頂くか、経理課までお問合
せください。

【お問合せ先及び申込先】
（公社）鹿児島県トラック協会　経理課　TEL：099-261-1167

情報
BOX
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業界における経営管理者層の資質の更なる向上を図り、経営基盤の一層の強化を目指す観点
から、会員事業者の経営者・管理者等を対象に、中小企業大学校において実施される経営戦略
等の講座を受講された場合、受講料の３分の２を助成します。（県ト協３分の１、全ト協３分の１）

●制度の対象となる講座　【今年度の助成対象は、短期講座のみとなります。】

（１）トップのための経営戦略、経営計画等に関する講座

（２）実践的な財務管理、利益計画等に関する講座

（３）管理者のための人材育成、労務管理等に関する講座

（４）女性リーダーの能力開発等に関する講座

（５）情報化、システム構築に関する講座

（６）その他物流事業にかかわる講座

●手続きフロー

※ 1 会員からの複数の申込みも妨げませんが、申込みが多い場合は人数を調整いたします。（ただし、定款第５
条（1）普通会員の「イ」にあたっては、１名とします。）

※「受講申請通知書」「誓約書」「受講修了通知書」は県ト協ホームページからもダウンロードできます。

受講料３分の２を助成します！

①別紙「受講申請通知書」、「誓約書」を提出

②受講承認通知

③講座の申込み及び受講料の納付。受講

④受講終了後、「受講修了通知書」、「受講修了証書（写）」、
「振込金受取書（写）」を添えて助成金申請

⑤助成金の支払い（受講料の３分の２）

会員事業者

県ト協

中小企業大学校

県ト協

※申込締切日は原則、受講日の 20 日前までとなります。

※申込み状況については、事前にお問合せください。

【
中
小
企
業
大
学
校
人
吉
校
講
座
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】

平成28年度
中小企業大学校講座受講促進助成制度のご案内

情報
BOX
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EMS機器及びETC2.0車載器導入促進助成事業に係る
対象機器追加等のお知らせ

県ト協及び全ト協では標記助成事業を実施していますが、下記の通り助成対象機器
が追加、型式が変更されましたのでお知らせします。 なお、同一事業において国の補
助金が交付される場合、県ト協・全ト協は助成金を交付しません。

EMS追加機器

・日米電子
　車載端末機	 型式：D-NAS Ⅳ　
　	 デジタコ型式指定番号：自 TD Ⅱ -59

・デンソー
　DN-magic MINI	 型式：261799-0040　
	 デジタコ型式指定番号：自 TD Ⅱ -62

・富士通テン　
　G500Lite	 型式：DRU-T500
　備考：DCM-T500、ICR-T500 をあわせて購入していることが必要

ETC2.0追加機器

・矢崎エナジーシステム㈱
　型式：ETC-YP201     型式登録番号：3049

・古野電気㈱
　型式：FNK-M100RS1  型式登録番号：3043 

入退会紹介

入会年月日 事業種別 事業者名 代表者名 所属支部 保有車両

平 成 2 8 年 1 1 月8日 一 般 有限会社　大野産業 大野　真一 大 隅 北 支 部
普通車 9両

小型車

平 成 2 8 年 1 1 月9日 一 般 有限会社　林自動車　横川工場 林　繁昌 霧 島 支 部
普通車 5両

小型車

入　会

情報
BOX
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交通安全情報交通安全情報交通安全情報
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適正化だより
平成28年（10月）巡回指導結果

巡回指導結果では、B 評価（適の割合：80％以上 ) が 46％でした。

指導評価区分では「Ⅴ．労基法等」が11.1％の指摘となっております。

健康診断の一部未受診（深夜従事者診断含む）について指摘が多くなっております。

事故発生時における緊急連絡体制について
自動車運送事業者等は、自動車事故報告規則に定める事故があった場合、30 日以内に自動車事故報告書を、

使用の本拠を管轄する運輸支局長に提出しなければなりません。

自動車事故報告書に加えて、特に重大な事故・事件が発生した場合には、発生からできる限り速やかに（少
なくとも 24 時間以内に）、運輸支局長にその内容を速報しなければなりません。

詳細につきましては、下記フロー及び九州運輸局ホームページをご確認ください。

九州運輸局ホームページ：https://wwwtb.mlit.go.jp/kyushu/car/file07b.htm

その他ご不明な点等ありましたら、トラック協会適正化事業課までお気軽にご連絡ください。
（公社）鹿児島県トラック協会 適正化事業課：TEL 099 － 210 － 9498

巡回指導評価別結果 (平成28年10月)

24 件
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%

%
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A
B
C
D
E
特巡 % % % % %

Ⅵ. 法定福利費

Ⅴ. 労基法等

Ⅳ. 車両管理等

Ⅲ. 運行管理等

Ⅱ. 帳票類の整理等

Ⅰ. 事業計画等

指導区分別(否)比率 (平成28年10月)

%%0 2 4 6 8 10 12

 0.0％

        1.4％

                           　　　      　  9.4％

                                　　   8.2％

                   　　　　　　　　　　　　11.1％

 0.0％

4141



G マーク取得を協会全体で取り組むことが決定されました（H28.12.2 理事会）

○国土交通省が推進する「安全性優良事業所」の認定制度です。

○Ｇマーク事業所の事故割合は未取得事業所に比べて半分以下です。

○安全性の高いトラック運送事業者を選ぶための目安になります。

安全性優良事業所に対するインセンティブ
・違反点数の消去（違反点数算定期間が 3 年から 2 年に短縮）

・IT 点呼の導入（対面点呼がテレビカメラなどで代用可能）

・安全性優良事業所表彰（連続 10 年以上取得している事業所）

・点呼の優遇（2 地点間を定時運行する場合の他営業所における点呼等）

・助成の優遇（全ト協が行う会員事業者に対する助成事業の優遇措置）

・その他、補助条件の緩和、保険料の割引等

Gマーク取得による効果を実感
・ドライバーにプロの模範であるという自覚が芽生え、安全意識が高まります。

・曖昧だった安全対策が明確化され、統一した安全管理方法が根付きます。

・安全に力を入れている会社と評価され、営業活動がスムーズになります。

タイトルＧマークを取得しましょう！

Gマーク
だより 
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Ｇマーク取得事業者の声

取得理由

◦運送事業者は公道で仕事をしているので、他事より以上安全性（Ｇマーク）を優先す
べき。
◦社内的に取得を進めているため。

取得したことによる効果・メリット

社員教育の充実、意識の向上

◦講習や研修に自主的に参加するようになり、安全に対して「学ぶ」という姿勢が管理
者に生まれた。
◦認定審査を事業所毎に実施しているため、安全に対する認識が各事業所の担当者まで
浸透している。
◦従業員への指導教育など、内容を充実させることができた。
◦自社の安全に対する取り組みを客観的に評価できるようになった。
◦関係書類の整備、輸送品質の向上につながっている。

ドライバーの意識向上

◦交通事故、交通違反が減少した。
◦社員の運転、荷扱が良くなった。
◦車両の手入れを良くするようになり、車への愛着が出てきて事故の抑制となっている。
◦乗務員の安全に対する意識向上が高まり、連続運転や休息時間確保の徹底ができた。
◦Ｇマークステッカーを貼ることによる運転者の安全運転意識の向上が図られた。

荷主へのアピール

◦顧客、消費者に対して会社の安全、安心を目で見てわかるようにアピールできた。
◦運行管理に対する意識の向上が事故の削減につながり、お客様に求められる高品質な
物流が提案できるようになった。
◦一部荷主から取得の有無を尋ねられ、取得している事で契約成立した。

経費の削減、優遇措置

◦保険料の割引、助成金等の申請について、優遇措置がありメリットを感じた。
◦安全運転研修・講習会に参加時の費用助成があるため、経費削減になっている。
◦修理費が減少し、車両経費が節減された。燃費も改善した。
◦ＩＴ点呼が導入できるようになった。

Gマーク
だより 
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B R A N C H  A N D  G R O U P  R E P O R T

支部・部会だより
タイトル支部・部会開催状況

月　日 行事名 場　所

10月27日（木） トラック鹿児島中央支部役員会 かん介（鹿児島市）

11 月 4 日（金） 平成 28 年度第 3 回薩摩北支部定例会
及び労働安全セミナー 鶴の里（出水市）

11 月 5 日（土） 鹿児島谷山支部ゴルフコンペ 鹿児島ガーデンゴル
フ倶楽部（鹿児島市）

11月12日（土） 平成 28 年度薩摩南支部健康セミナー シーサイドガーデンさ
のさ（いちき串木野市）

11月15日（火） トラック西支部会定例会 華蓮（鹿児島市）

11月18日（金） 霧島支部ゴルフコンペ 鹿児島国際ゴルフ倶
楽部（姶良市）

11月18日（金） トラック加治木支部会定例会 七八（姶良市）

11月19日（土） トラック協会南薩支部荷主懇談ゴルフコンペ 知覧カントリークラブ

11月19日（土） 平成 28 年度大隅北支部労働安全セミナー レストラン赤坂（曽於市）

11月22日（火） 平成 28 年度第 2 回薩摩中央支部定例会
及び労働安全セミナー

ホテルグリーンヒル
（薩摩川内市）

11月24日（木） トラック鹿児島中央支部会定例会 いちにいさん（鹿児
島市）

12 月 2 日（金） トラック協会日置支部第 2 回役員会 鹿児島県トラック研修
センター（鹿児島市）

月　日 行事名 場　所

11 月 8 日（火） 飼料畜産輸送部会宮崎県・鹿児島県合同
部会

ホテル・レクストン
鹿児島（鹿児島市）

11月10日（木） 第 2 回青運会定例会及びトラックの日反省会 梵道留（鹿児島市）

11月11日（金） 第 2 回セフティ会安全研修会 鹿児島高牧カントリ
―クラブ（姶良市）

11月24日（木） 九州四県合同セメント部会 ホテルマリックス（宮崎県）

11月25日（金） 食料品部会荷主セミナー ホテルパレスイン鹿
児島（鹿児島市）

11月25日（金） 第 2 回タンク部会定例会 あぢもり（鹿児島市）

支　部

部　会

44



B R A N C H  A N D  G R O U P  R E P O R T

支部・部会だより
会員の声

平成28年度第3回薩摩北支部定例会及び労働安全セミナー

セミナーでは、ドライブレコーダーの重要性を再認識できました。まだ、取り付けていない車両
もあるので、すぐに取り付けたいです。

 平成28年度薩摩南支部健康セミナー

健康セミナーに出席し、講師の話を聞いて、あらためて食生活が重要だと認識しました。今後も、
健康で仕事を続けていくうえで、注意したいと思います。今後もこのようなセミナーに積極的に
参加したいです。

 平成28年度大隅北支部労働安全セミナー

初めて参加したのですが、とても有意義な講話でした。安全に対する意識をさらに高めることが
できました。

 平成28年度第2回薩摩中央支部定例会及び労働安全セミナー

心の健康がいかに大切かを学びました。ストレスに気を付けて、日々の業務をこなしていきたい
です。

平成 28 年度第 3 回薩摩北支部定例会及び労働安全セミナー

平成 28 年度大隅北支部労働安全セミナー

平成 28 年度薩摩南支部健康セミナー

平成 28 年度第 2 回薩摩中央支部定例会及び労働安全セミナー
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資料データ資料データ

過積載違反状況　平成28年10月分　　　
資料:鹿児島県警察本部

積載物としては、残土・砂利・木材の違反が多く、業種では建設業が67％となっている。

営業用 自家用 営業用 自家用 営業用 自家用 営業用
合計

自家用
合計

営／自
合計５割未満 ５割以上 10 割未満 10 割以上

■砂　利 0 0 0 2 0 0 0 2 2
■残　土 0 2 0 2 0 1 0 5 5
■砕　石 0 0 0 2 0 0 0 2 2
■木　材 0 1 0 0 0 1 0 2 2
■水産物 0 0 0 1 0 0 0 1 1
■その他 0 0 0 1 0 0 0 1 1
合　計 0 3 0 8 0 2 0 13 13

15

10

5

0

【積載物・違反取締状況（H28.4 ～ H28.10）】

過積載取締り状況(件数)

年     月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 累計

H27 10 6 3 1 2 1 1 2 2 0 1 0 28

H28 5 1 2 1 3 1 0 13

10 月は、過積載の違反はありませんでした。

過積載違反状況（平成28年度）

鹿児島県トラック協会に寄せられた主な苦情内容  （平成28年10月）

◉ ストップランプが点灯したまま走行している。ブレーキをかけてもわからない。

◉ あおられた。方向指示器もださずに車線変更、蛇行運転をしており危険である。指
導をお願いしたい。

◉ アイドリング及び 30 分以上の駐停車をお断りしている。貼紙にて呼びかけている
が、協力頂けていない。

◉ あおられた。赤色回転灯をつけて走行していた。

◉ 近所の空き地に毎日違法駐車するトレーラーがいる。
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資料データ資料データ
鹿児島県内における交通事故の発生状況

（平成28年10月末　資料：鹿児島県警察本部）

県内全交通事故月別状況

事故形態別（平成28年10月末現在）

時間別発生状況（平成２8年10月末現在）

営業用貨物自動車月別発生状況

発生件数 死者数 傷者数
平 成 28 年 6,145 48 7,277
平 成 27 年 6,557 62 7,810
増 減 － 412 － 14 － 533

発生件数 死者数 傷者数
平成 28 年 138 2 165
平成 27 年 130 3 154
増 減 ＋ 8 － 1 ＋ 11

県内の交通事故状況 営業用貨物自動車の交通事故状況
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年末にかけ、繁忙期とな
ります。無理のない運行
計画に努めましょう！

47



資料データ資料データ
軽油価格調査報告

（平成28年9月分　資料:全日本トラック協会）

●単純集計表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   
スタンド平均 ローリー平均 カード平均

83.50 73.83 80.66 

●元売別集計表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
元売名 スタンド平均 ローリー平均 カード平均

J X 日 鉱 日 石 84.93 72.93 81.60 

出 光 82.71 76.28 82.90 

昭 和 シ ェ ル 87.00 73.76 80.00 

エクソンモービル 72.92 75.00 

キ グ ナ ス

コ ス モ 81.00 75.00 79.10 

そ の 他 80.32 74.32 79.35 

●月間購入量別集計表　
月額購入量 スタンド平均 ローリー平均 カード平均

30キロリットル未満 83.88 73.27 80.74 

30～50キロリットル未満 75.69 79.80 

50～100キロリットル未満 75.00 71.42 80.00 

100キロリットル以上 81.78 

●支払期限別集計表　
スタンド平均 ローリー平均 カード平均

30日未満 82.73 76.49 80.16 

30～60日未満 81.67 73.19 80.59 

60日以上 90.33 74.32 86.00 

●軽油価格推移表　

地区:九州/県（沖縄除）: 全県

地区:九州/県（沖縄除）: 全県

地区:九州/県（沖縄除）: 全県

地区:九州/県（沖縄除）: 全県

※上記価格には消費税が含まれておりません。
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資料データ資料データ 平成28年11月
協会の動き

◆ 11月 1日（火）●不法投棄防止合同パトロール式
●第 38 回九州地区物流政策懇談会

◆ 11月 2日（水）●第 3回経営・近代化促進委員会
●物流に関する意見交換会

◆ 11月 4日（金）●第 6回社会保険事務基礎講座
●整備管理者「選任後」研修（全事業者）
●第 3回薩摩北支部定例会及び労働安全セミナー

◆ 11月 5日（土）●中央会青年部会チャリティゴルフ大会

◆ 11月 7日（月）●第 3回監事連絡調整会議
●中間監査

◆ 11月 8日（火）●飼料畜産輸送部会宮崎県・鹿児島県合同部会

◆ 11月 9日（水）●整備管理者「選任後」研修（トラック）
●九ト協第 3回専務理事業務連絡会議
●九ト協第 2回理事会

◆ 11月10日（木）●暴力団離脱者社会復帰対策協議会
●第 2回桜島火山爆発総合防災訓練参加機関打ち合わせ会
●第 2回青運会定例会及びトラックの日反省会

◆ 11月11日（金）●第 2 回セフティ会安全研修会

◆ 11月12日（土）●環境出前講座（鹿屋市立東原小学校）
●物流出前講座（鹿屋市立東原小学校）
●第 12 回ベストエコドライブ・コンテスト
●薩摩南支部健康セミナー

◆ 11月17日（木）●平成 29 年度安全性評価事業申請に向けた説明会
●鹿児島市地球温暖化対策アクションプラン協議会

◆ 11月19日（土）●鹿児島県高病原性鳥インフルエンザ緊急防疫対策会議
●大隅北支部労働安全セミナー

◆ 11月21日（月）●年末年始の輸送等に関する安全総点検打合せ会議

◆ 11月22日（火）●平成 29 年度パイロット事業における事前打合せ会議
●第 6回正副会長会及び第 4回総務委員会合同会議
●第 2回薩摩中央支部定例会及び労働安全セミナー

◆ 11月24日（木）●熊本地震関係功労者九州運輸局長表彰式
●第 2回（公社）全日本トラック協会青年部会全国代表者協議会
●商工中金協力会講演会並びに懇親会
●南九州四県合同セメント部会

◆ 11月25日（金）●全ト協労働安全・衛生委員会
●食料品部会荷主セミナー
●第 2回タンク部会定例会

◆ 11月28日（月）●全ト協引越部会
●第 2回九州ブロック食料品部会

◆ 11月29日（火）●九州・沖縄ブロック適正化事業指導員研修会（～ 30 日）
●伊藤祐一郎前知事を慰労する会
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協会の行事予定
◆ 12月 1日（木）●犯罪被害者支援フォーラム 2016in かごしま

●適正化事業幹事会
●全ト協第 168 回理事会
●全国トラック協会長会議
●全日本トラック事業政治連盟懇親会

◆ 12月 2日（金）●第 4回理事会
●第 7回正副会長会

◆ 12月 3日（土）●大隅南支部労働安全セミナー

◆ 12月 5日（月）●人材確保セミナー

◆ 12月 6日（火）●小学生を対象にした物流出前講座（日置市立伊集院小学校）
●第 3回霧島支部役員会
●第 37 回交通安全母の会鹿児島県大会
●「新幹線物流に関する調査研究」に係るヒアリング調査
●重量部会定例会

◆ 12月 7日（水）●第 3回鹿児島・種子屋久支部役員会

◆ 12月 8日（木）●南九州 5県トラック協会事務局長及び担当者会議（～ 9日）
●第 2 回引越輸送部会定例会

◆ 12月 9日（金）●新年賀詞交歓会受付要領打合せ会議
●第 3回薩摩中央支部役員会

◆ 12月10日（土）●年末年始の輸送等に関する安全総点検
●第 2回木材部会定例会

◆ 12月13日（火）●年末年始輸送安全総点検に関するトラックターミナル総点検
●年末年始の輸送等に関する安全総点検事業場点検
●環境出前講座（鹿児島市立玉江小学校）
●環境部会定例会

◆ 12月15日（木）●鹿児島・宮崎・沖縄県適正化事業指導員合同研修会（～ 16 日）
●中央会青年部会青年部講習会

◆ 12月19日（月）●全ト協タンクトラック・高圧ガス部会「各県部会長会議」
●交通労働災害防止対策関係機関連絡協議会

◆ 12月20日（火）●第 2 回桜島火山爆発総合防災訓練図上訓練

◆ 12月22日（木）●第 3 回桜島火山爆発総合防災訓練参加機関打ち合わせ会

◆ 12月24日（土）●第 3 回港湾部会定例会

◆ 12月26日（月）●鹿児島地区出張特別試験に係る打合せ会議

◆ 12月28日（水）●仕事納め式

平成28年12月
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行事予定だより（平成28年〜29年）

平成 28年

12月
5 日（月） トラック運送事業者のための人材確保セミナー

平成 29年

1月

13 日（金） 初任運転者研修

14 日（土） 運行管理者等一般講習【鹿児島市】（おんが自動車学校）

23 日（月） 整備管理者「選任後」研修【鹿児島市】（鹿児島運輸支局）

24 日（火） 平成 28 年度物流セミナー

2月
18 日（土） 幹部・管理者研修	 	 	 	 	 	

23 日（木） 整備管理者「選任後」研修【鹿児島市】（鹿児島運輸支局）

3月

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

鹿児島県トラック協会年間行事予定表
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Land Transportation Safety & Health Association

陸災防情報陸災防情報

　　　　　　　　　　　　　

陸上貨物運送事業労働災害防止協会スローガン

《危険箇所　みんなで共有　話し合い　すぐに改善　安全職場》
【実施期間：平成 28 年 12 月１日～平成 29 年１月 31 日】

●趣旨（抜粋）
陸災防においては、「陸上貨物運送事業労働災害防止計画」（計画期間平成 25 年度～ 29 年

度）に基づき、積極的な安全衛生活動を展関しているところである。本年の陸運業における
労働災害は、次のとおり減少しているものの、来年の計画最終年度を控え、目標の達成に向
けて更なる労働災害防止対策の推進が求められている。

①　死亡者数は、前年同期比 26.4％と大幅に減少
②　死傷者数も、前年同期に比べ 0.7％減少
特に、死傷者数の減少を図るため、同災害の約７割を占める荷役運搬関係の作業における

労働災害防止対策を重点的に進めることが重要であり、｢陸上貨物運送事業における荷役作
業の安全対策ガイドライン｣（以下 ｢荷役ガイドライン｣ という。）の周知・普及に努めると
ともに、｢荷役災害防止の担当者に対する安全衛生教育研修会｣ の実施等により、荷役災害
の防止に取り組むことが必要である。

また、多くの災害が発生している転倒災害について ｢ＳＴＯＰ！転倒災害プロジェクト｣
並びに ｢交通労働災害防止対策の推進にかかる要請について｣ を踏まえた取組みも求められ
ている。

さらに近年、職場生活に強い不安やストレスを感じ、それが原因で精神障害等を発症し、
労災認定される労働者が年々増えている。陸運事業者にとってメンタルヘルス対策は重要課
題であることから、昨年 12 月から義務付けとなったストレスチェック制度の導入促進を図
ることが求められている。

陸運業の労働災害防止対策を推進するに当たっては、各企業 ･ 事業場においては、労働安
全衛生関係法令を遵守することはもとより、職場の安全衛生管理体制を確立して適切に機能
させるとともに、経営者と従業員が一致協力して自主的な安全衛生活動を継続的・効果的に
行っていくことが何より重要である。そのためには、職場に潜む危険の芽を事前に摘み取っ
てリスクの低減を図り、安全度の高い職場の実現を目指す取組である危険予知活動（KYT
など）、リスクアセスメント、労働安全衛生マネジメントシステム等の取組の推進を図って
いく必要がある。

●会員事業場の実施事項
イ�　経営トップは、労働災害防止のための所信を明らかにするとともに、自らが職場の安全

パトロール等を行い、労働災害防止について従業員への呼びかけを行う。
ロ�　安全管理者、安全衛生推進者等は、本運動期間中 ｢職場の安全衛生自主点検表｣（次ペー

ジ・HP ※ 1）により職場の安全衛生点検を行う。
ハ�　安全旗の掲揚、安全ポスター・のぼり等の掲示を行う。
二�　｢荷役ガイドライン｣ に基づき、荷主等の協力を得て積卸し作業の内容の確認・把握を

行い、荷役作業に伴う安全上の確認事項をあらかじめ運転手に提供できるように、荷主等
との ｢運送契約時に必要な連絡調整に係る事項｣ の文書による取決めや ｢安全作業連絡書
｣ の活用を図る。

オ�　ストレスチェックの実施とその結果に基づくメンタルヘルス対策への取組を図る。

※1 自主点検表

平成28年度年末・年始労働災害防止強調運動
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日　時　平成 28 年 12 月 2 日（金）
場　所　ホテルパレスイン鹿児島
参加者　5 名

委員 4 名、監事 1 名が出席し、下記事項につ
いて協議・報告しました。

（議　題）
・平成 28 年度事業計画報告及び今後の事業計画に

ついて

（報告・連絡事項）
・会員の入退会について
・第 31 回全国フォークリフト運転競技大会結果について
・平成 28 年度安全衛生表彰、優良フォークリフト等運転者表彰について
・その他

上記事項は全て出席理事全員一致で承認されました。

日時　平成 28 年 9 月 25 日（日）
場所　�埼玉県トラック総合教育センター

陸上貨物運送事業労働災害防止協会主催の標記大会が開催されました。
1．目 的

フォークリト運転競技を通じ遵法精神と安全意識の高揚及び運転の知識と技能の向上を図り、もって
職場における安全作業の確立と労働災害防止の推進に資すること。

2．競技部門及び参加者数
「一般の部」55 人

3．鹿児島県代表
「一般の部」　緑　美幸
　　　　　　（南九州センコー 株式会社 鹿児島営業所）

4 ．競技種目及び配点
学科点検及び運転の 3 種目とし、配点は学科 300 点、
点検 100 点、運転 600 点、合計 1,000 点

平成28年度第３回
陸災防鹿児島県支部理事会

第31回全国フォークリフト
運転競技大会結果

全国フォークリフト運転競技大会に出場するにあたり、多くの方 に々ご支援、ご指導頂き本当にありがとう
ございました。今年は、一般での出場でしたが、とても残念な結果でした。
学科では、簡単な問題を間違ってしまい、点検では、最新リフトだったので、いつも見ているリフトと少し
作りが違い、不安なまま始まり、エンジンルームに来た時ウエスがなく焦ってしまい、時間を気にするあまり
エンジンオイルを手で拭いてしまいました。もちろんその後の点検は手に油がついているので、滑って分かり
にくくまったくダメでした。点検の失敗を引きずったまま走行では、去年と同じ失敗はしなかったのですが、
とても大きなミスをしてしまいました。学科、点検、走行と、今年は去年より反省点の多いものとなりました。
このままでは終われないという気持ちで、来年は万全な体調と、ポイントをしっかり押さえた練習と勉強で、
また挑戦したいと思います。

緑美幸選手の感想
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日　時　平成 28 年 11 月 11 日（金） 
場　所　鹿児島県トラック研修センター

■目的
平成 25 年 3 月に厚生労働省が策定した陸運事業者の実施事項、荷主等の実施事項を示した「陸

上貨物運送事業における荷役作業の安全対策ガイドライン」に示された荷役災害防止を荷主等担
当者に対して周知を図る。

■受講者数
37 社 55 名

■講師
陸上貨物運送事業労働災害防止協会
　　　　　　　　　　　安全管理士　坂田　勲　氏

日　時　平成 28 年 11 月 17 日（木）
場　所　ホテルハマツ（福島県郡山市）
参加者　約 800 名

■講演
｢労働安全衛生行政の動向｣　　
　厚生労働省 労働基準局 安全衛生部長　田中　誠二　氏

■事例発表
｢全員参加で取り組む　安全 ･ 安心な職場づくり｣
　磐城通運株式会社 取締役総務部長　小泉　長平　氏
　　　　　　　　　 車両部　環境管理 ･ 輸送安全推進課長　林田　重博　氏

■特別講演
「炭鉱から観光へ　そして復興へ　～人が一番大事～」
　常盤興産株式会社　相談役　斎藤　一彦　氏

安全衛生表彰及び優良フォークリフト等運転者表彰に、
鹿児島県支部からは下記の方々が受賞されました。

◆安全衛生表彰◆
【事業場・団体表彰】
　★優良賞　株式会社東亜運輸
【個人表彰】
　★功労賞　中村　利秋（中村運送有限会社）
　★功績賞　福永　寿一（有限会社大姶良運送）
◆優良フォークリフト等運転者表彰◆

満倉　利勝（日本通運株式会社
　　　　　　　　鹿児島支店　鹿児島新港事業所）
樋髙　誠一（南国輸送株式会社　セメント事業所）
高桑　貴博（中越物産株式会社　九州流通事業所）
有木　正一（鹿児島荷役海陸運輸株式会社）
畑添　健二（日通鹿児島運輸株式会社）

荷役災害防止の担当者に対する
安全衛生教育講習会

第 52 回全国陸上貨物運送事業
労働災害防止大会

55
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陸上貨物運送事業月別死傷災害発生状況

県内業種別死傷災害発生状況（累計）

県内の死傷災害形態別発生状況（平成28年）

鹿児島県内における労働災害の発生状況（10月末現在）
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過去5年間平均平成28年 平成27年10月は前年同期より死傷災害減少！
引き続き安全確認等の徹底を！ （平成26年まで）
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～協会からのメッセージ～

船は港、列車は駅、飛行機も空港という「場所」に
運ぶことはできるでしょう。しかしトラックは、「ひ
と」に届ける事ができる、唯一の存在なのです。運
ぶことと届けることは、似ているようで少しちが
う。あなたという人に届けるために困難を乗り越
えてがんばっている。それがトラックです。

トラックは、あなた。
あなたという人に届けるために

がんばっている、
それがトラックです。

●ご回覧をお願いします。

発　行／公益社団法人 鹿児島県トラック協会
　　　　鹿児島市谷山港二丁目4-15

　　　　〒891-0131

　　　　☎099-261-1167
U R L ／ http://www.kta.jp
E-mail ／ kentora@kta.jp
印　刷／渕上印刷株式会社

主　な　内　容

http://www.kta.jp
〒891-0131 鹿児島市谷山港二丁目4-15 ☎099-261-1167  E-mail / kentora@kta.jp

Kagoshima truck information

お知らせ掲示板
平成28年度年末年始の交通事故防止運動
トラック運転者に対する交通安全指導の徹底

のお願い など
情報ボックス
平成29年度無事故事業所表彰のご案内
平成28年度物流セミナーのご案内
初任運転者研修ご案内 など

巻頭
第12回ベストエコドライブ・コンテストを開催！
モーダルシフトに関する実態調査結果

TOPICS
平成28年度第４回理事会
平成28年度第６回正副会長会及び第４回総務

委員会合同会議
平成28年度第３回経営・近代化促進委員会 など

「ランランルンルン音楽トラック」平成28年度「夢のあるトラック」絵画コンクール　4年生部門最優秀賞　姶良市立松原なぎさ小学校 山下嵩太さん


